
技
術
批
評
を
超
え
て

|
|
島
崎
藤
村
『
破
戒
』
・
表
層
と
深
層
|
|

は
じ
め
に

l
|
「
欝
勃
た
る
精
神
」

島
崎
藤
村
(
一
八
七
二
l

一
九
四
三
)
『
破
戒
』
(
上
田
屋
、
緑
蔭
叢

書
第
一
篇
、
明
拘
・

3
)
を
、
わ
れ
わ
れ
読
者
は
ど
の
よ
う
に
し
て
読

む
の
か
。
主
人
公
瀬
川
丑
松
の
告
白
の
物
語
と
し
て
読
む
の
か
、
当
時

の
被
差
別
民
を
描
い
た
社
会
小
説
と
し
て
読
む
の
か
、
あ
る
い
は
丑
松

の
告
白
に
藤
村
の
内
面
表
現
を
重
ね
合
わ
せ
、
藤
村
の
精
神
の
発
現
と

し
て
読
む
の
か
。

『
破
戒
』
を
論
じ
る
と
き
に
、
平
野
謙
の
「
明
治
文
学
評
論
史
の
一

駒
|
|
『
破
戒
』
を
緯
る
問
題
」
(
『
学
芸
』
昭
日
・
日
、
『
島
崎
藤
村
』
筑

摩
書
房
、
一
九
四
七
所
収
)
以
来
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
、
藤
村
自
身

の
手
に
な
る
自
作
自
注
に
、
「
こ
の
作
は
私
が
長
編
小
説
の
最
初
の
試
み

で
あ
っ
た
。
私
は
自
分
の
内
に
も
外
に
も
新
し
く
頭
を
持
ち
上
げ
て
来

た
欝
勃
と
し
た
精
神
で
こ
の
作
を
貫
く
べ
く
決
心
し
た
」
(
「
序
に
か
へ

て
」
『
長
篇
小
説
全
集
第
六
巻
・
島
崎
藤
村
篇
』
新
潮
社
、
昭
4
)
と
い

大

、， 
， 

東

円

u
エ
↑

重

う
も
の
が
あ
る
。
平
野
謙
は
前
記
評
論
で
こ
の
解
説
を
引
用
し
て
、
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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こ
の
言
葉
は
意
味
ふ
か
い
。
部
落
出
身
の
一
青
年
の
悶
え
を
中

心
と
す
る
特
殊
な
人
間
群
の
運
命
に
取
材
し
た
最
初
の
長
編
が
日

露
戦
役
の
さ
な
か
に
企
て
ら
れ
た
と
い
ふ
こ
と
、
そ
の
処
女
長
編

を
以
て
「
人
生
の
従
軍
記
者
」
た
る
自
己
の
運
命
を
社
会
的
に
切

り
拓
か
う
と
し
た
こ
と
、
そ
の
た
め
に
小
さ
な
も
の
の
生
命
さ
へ

「
犠
牲
」
に
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
や
う
な

環
境
の
な
か
で
刻
苦
し
て
完
成
さ
れ
た
作
品
が
事
実
新
文
学
最
初

の
旗
と
な
り
得
た
こ
と

l
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以
下
同
じ
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平
野
謙
は
、
藤
村
の
『
破
戒
』
解
説
の
中
に
あ
る
「
欝
勃
と
し
た
精

神
」
と
い
う
言
葉
を
、
作
品
の
題
材
、
「
日
露
戦
役
の
さ
な
か
」
と
い
う

時
代
、
創
作
に
よ
る
「
自
己
の
運
命
」
の
社
会
的
開
拓
と
い
う
行
為
、
私

生
活
、
作
品
の
受
容
、
時
代
の
「
空
気
」
と
い
っ
た
、
作
品
を
生
成
さ

せ
た
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
を
還
元
す
る
言
葉
と
し
て
受
け
と
め
て
い
る
。

「
外
」
、
つ
ま
り
日
露
戦
争
と
い
う
時
代
の
「
精
神
」
や
、
「
内
」
、
つ
ま

り
小
諸
か
ら
東
京
へ
と
出
て
長
編
小
説
の
創
作
に
打
ち
込
ん
だ
自
己
の

「
精
神
」
に
よ
っ
て
、
『
破
戒
』
と
い
う
作
品
を
貫
い
た
、
と
い
う
作
者

宣
言
葉
を
、
平
野
は
、
藤
村
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
生
成
の
条
件

が
藤
村
の
「
精
神
」
に
溶
け
込
み
、
そ
れ
が
櫨
過
さ
れ
抽
出
さ
れ
た
も

の
と
し
て
『
破
戒
』
は
生
ま
れ
た
、
と
い
う
風
に
、
よ
り
具
体
的
に
言

い
換
え
て
い
る
。
『
破
戒
』
と
い
う
作
品
は
、
そ
れ
を
通
し
て
時
代
の
精

神
を
読
む
に
せ
よ
、
藤
村
の
個
人
的
な
生
活
ゃ
、
藤
村
の
内
面
的
な
生

活
を
読
む
に
せ
よ
、
「
欝
勃
た
る
精
神
」
の
読
ま
れ
る
場
所
と
し
て
設
定

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
平
野
に
と
っ
て
『
破
戒
』
と
い
う
作
品
は
、
「
精

神
」
と
い
う
深
層
の
要
因
を
読
み
取
る
べ
き
表
層
と
し
て
あ
る
。
作
品

は
「
精
神
」
へ
と
収
数
し
、
「
精
神
」
か
ら
作
品
が
発
現
す
る
。

実
は
こ
の
「
欝
勃
と
し
た
精
神
」
と
い
う
表
現
は
、
藤
村
が
『
破
戒
』

を
発
表
す
る
前
、
「
旧
主
人
」
(
『
新
小
説
』
明
田
・
日
)
に
つ
い
て
論
じ

た
評
論
の
中
に
、
非
常
に
似
た
形
で
既
出
し
て
い
る
。
そ
れ
は
編
輯
局

同
人
「
近
刊
合
評
旧
主
人
」
(
『
文
芸
界
』
明
白
・
ロ
)
の
う
ち
、
弔
花

(
H
斎
藤
弔
花
か
)
に
よ
る
評
の
な
か
で
、
「
藤
村
久
し
く
信
州
に
隠
れ
、

含
蓄
甚
だ
深
し
と
聞
く
。
お
も
ふ
に
『
旧
主
人
』
は
其
欝
勃
た
る
英
気

を
洩
ら
せ
し
も
の
か
」
と
い
う
風
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
『
破

戒
』
が
発
表
さ
れ
て
か
ら
、
玲
羊
子

(
H
森
田
草
平
)
「
『
破
戒
』
を
読

む
」
(
『
芸
苑
』
明
却
・

5
)
に
は
、
「
欝
勃
た
る
新
興
の
精
神
が
ほ
の
見

え
て
居
る
」
と
さ
れ
る
。
こ
の
相
慨
は
、
藤
村
が
自
ら
の
小
説
の
文
壇

処
女
作
に
つ
い
て
の
、
こ
れ
ら
好
意
的
な
口
吻
を
、
『
破
戒
』
を
含
め
小

諸
で
の
創
作
時
代
を
思
い
出
す
に
あ
た
っ
て
、
は
る
か
時
を
隔
て
、
想

起
し
た
の
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。

し
か
し
、
藤
村
の
い
う
「
欝
勃
と
し
た
精
神
」
と
、
弔
花
「
欝
勃
と

し
た
英
気
」
・
玲
羊
子
「
欝
勃
た
る
新
興
の
精
神
」
は
、
そ
の
用
い
ら
れ

て
い
る
文
脈
に
お
い
て
、
大
き
く
意
味
が
異
な
っ
て
い
る
。
藤
村
が
『
破

戒
』
を
創
作
し
た
自
ら
を
、
「
内
に
も
外
に
も
新
し
く
頭
を
持
ち
上
げ
て

来
た
欝
勃
と
し
た
精
神
」
で
貫
い
た
、
と
い
う
と
き
、
こ
の
『
破
戒
』
と

い
う
作
品
は
、
藤
村
を
取
り
ま
く
時
代
の
「
精
神
」
と
、
藤
村
の
内
面

に
お
け
る
「
精
神
」
の
発
露
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
『
破
戒
』
は
藤

村
の
作
家
精
神
の
表
現
、
つ
ま
り
〈
自
己
表
現
〉
の
産
物
な
の
で
あ
り
、

『
破
戒
』
が
書
か
れ
た
動
因
は
、
時
代
お
よ
び
藤
村
の
精
神
と
い
う
要
因

に
帰
さ
れ
る
。
だ
が
そ
の
一
方
で
、
弔
花
の
い
う
「
欝
勃
た
る
英
気
」
や

玲
羊
子
の
「
醤
勃
た
る
新
興
の
精
神
」
は
、
何
も
「
旧
主
人
」
や
『
破

戒
』
と
い
う
作
品
を
論
じ
る
に
当
た
っ
て
、
作
品
が
回
収
さ
れ
る
べ
き
、

作
品
を
論
じ
る
た
め
の
、
作
品
を
統
一
す
る
中
心
点
と
し
て
機
能
し
て
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い
る
わ
け
で
は
な
い
。



弔
花
の
評
を
見
て
み
る
と
、
ま
ず
「
藤
村
が
こ
の
小
説
に
筆
を
染
め

し
時
、
三
個
の
目
的
あ
り
て
せ
し
も
の
ら
し
」
と
し
て
、
描
写
と
構
成

の
用
意
に
つ
い
て
論
じ
た
上
で
、
「
彼
は
何
を
描
か
ん
と
は
せ
し
か
。
彼

は
若
き
女
の
心
の
と
き
め
き
を
説
明
せ
ん
と
せ
り
」
と
、
藤
村
の
設
定

し
た
テ
l
マ
を
論
じ
る
。
こ
の
一
篇
は
、
「
始
終
抜
目
な
き
注
意
を
以
て

全
編
の
精
彩
を
添
へ
た
り
」
、
「
文
章
は
流
麗
に
し
て
朗
々
諦
す
べ
く
、
第

二
章
の
末
段
十
数
行
の
ご
と
き
は
、
藤
村
な
ら
で
は
と
思
は
る
る
も
の

あ
り
」
、
「
殊
に
彼
が
奇
警
な
る
着
眼
は
、
エ
キ
ス
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
の
上

に
遺
憾
な
く
発
揮
せ
ら
れ
て
、
一
点
麓
臓
の
跡
な
し
」
と
い
っ
た
具
合

に
、
藤
村
の
「
英
気
」
を
、
藤
村
が
こ
の
小
説
を
書
く
に
当
た
っ
て
い

か
な
る
技
術
的
な
配
慮
を
し
た
か
に
帰
結
さ
せ
る
。
「
英
気
」
は
作
品
へ

の
「
注
意
」
や
「
文
章
」
、
「
エ
キ
ス
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
」
の
原
動
力
で
は

あ
り
え
て
も
、
作
品
を
統
合
す
る
意
味
の
中
心
、
作
品
の
意
味
が
収
数

し
発
現
す
る
源
泉
と
し
て
機
能
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
「
英
気
」
は
、
藤

村
の
意
図
と
さ
れ
る
「
彼
は
若
き
女
の
心
の
と
き
め
き
を
説
明
せ
ん
と

せ
り
」
と
い
う
テ

1
マ
と
と
も
に
、
作
品
の
技
術
的
水
準
の
来
源
に
止

ま
る
。
こ
れ
は
玲
羊
子
の
評
の
場
合
も
同
じ
で
あ
り
、
「
人
物
」
・
「
結
構
」
・

「
思
想
」
・
「
文
章
」
な
ど
の
技
術
的
側
面
に
つ
い
て
論
じ
る
ば
か
り
で
、

作
品
と
藤
村
の
精
神
が
重
ね
合
わ
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
ど
こ
ろ
か
、
丑

松
に
感
情
移
入
し
た
こ
と
を
述
べ
な
が
ら
、
「
真
の
読
者
は
著
者
と
共
に

作
中
の
人
物
に
対
し
て
飽
く
ま
で
批
判
の
位
置
に
立
つ
」
と
い
う
よ
う

に
、
丑
松
と
藤
村
は
は
な
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
い
る
。

藤
村
自
身
が
用
い
、
平
野
謙
が
援
用
し
た
「
欝
勃
た
る
精
神
」
と
、
「
欝

勃
た
る
英
気
」
・
「
欝
勃
た
る
新
興
の
精
神
」
の
間
に
あ
る
断
層
は
、
単

な
る
読
み
手
の
立
場
の
違
い
、
読
み
の
深
さ
の
違
い
と
し
て
説
明
で
き

る
の
だ
ろ
う
か
。
藤
村
自
身
や
平
野
謙
に
よ
る
読
み
は
、
『
破
戒
』
と
い

う
作
品
の
奥
深
く
に
、
「
雷
勃
た
る
精
神
」
と
い
う
、
作
品
が
発
生
し
て

く
る
源
泉
で
あ
る
と
と
も
に
、
読
み
が
生
起
し
て
く
る
源
泉
、
読
み
の

深
層
を
提
供
し
て
い
る
。
『
破
戒
』
と
い
う
作
品
は
、
こ
の
深
層
を
読
み

込
む
た
め
の
表
層
と
し
て
機
能
す
る
。
だ
が
、
「
旧
主
人
」
に
つ
い
て
の

弔
花
の
技
術
的
批
評
が
い
う
「
欝
勃
た
る
英
気
」
や
、
『
破
戒
』
に
つ
い

て
の
玲
羊
子
「
欝
勃
た
る
新
興
の
精
神
」
に
は
、
奥
行
き
を
示
唆
し
深

層
へ
と
誘
う
表
層
と
表
層
を
通
し
て
読
み
と
ら
れ
る
べ
き
深
層
、
と
い

う
対
位
が
欠
如
し
て
い
る
。
弔
花
が
「
藤
村
は
情
熱
あ
る
詩
人
な
り
、
転

じ
て
小
説
に
筆
を
染
む
る
も
、
自
づ
か
ら
、
神
韻
の
標
紗
と
し
て
、
一

種
の
高
潮
、
読
者
を
魅
れ
し
む
る
も
の
あ
り
」
と
い
う
よ
う
に
、
詩
か

ら
小
説
へ
と
鞍
替
え
し
た
藤
村
の
、
詩
人
と
し
て
持
ち
合
わ
せ
た
技
量

と
、
信
州
の
山
奥
で
ひ
た
す
ら
小
説
の
修
業
に
励
む
藤
村
の
意
気
込
み

が
、
作
品
に
重
ね
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
作
品
と
「
英
気
」
は
、
内

的
な
動
因
の
発
一
露
と
し
て
の
表
現
と
い
っ
た
、
有
機
的
な
関
連
性
を
獲

得
し
て
は
い
な
い
。
藤
村
の
「
英
気
」
が
作
品
に
表
れ
る
の
は
、
作
品

の
技
術
的
な
水
準
に
お
い
て
に
す
ぎ
な
い
。
で
は
、
こ
の
「
欝
勃
た
る

英
気
」
・
「
欝
勃
た
る
新
興
の
精
神
」
と
、
「
欝
勃
た
る
精
神
」
の
断
層
は

何
を
示
す
の
だ
ろ
う
か
。
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本
論
文
は
、
『
破
戒
』
を
め
ぐ
っ
て
一
斉
に
評
論
が
巻
き
起
こ
る
明
治

三
十
九
年
に
お
い
て
、
文
学
作
品
の
批
評
の
位
置
が
ど
の
よ
う
な
も
の

で
あ
っ
た
の
か
を
探
る
こ
と
を
通
じ
て
、
技
術
批
評
を
超
え
る
水
準
と

し
て
設
定
さ
れ
る
作
品
批
評
の
位
置
、
表
層
と
深
層
の
出
現
、
お
よ
び

作
品
の
読
み
こ
ま
れ
る
べ
き
意
味
の
中
心
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
こ

で
は
、
『
破
戒
』
の
意
味
を
支
配
す
る
た
め
の
争
奪
戦
が
展
開
さ
れ
、
〈
文

学
作
品
〉
な
る
も
の
の
置
か
れ
て
い
る
位
相
が
変
更
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

『
破
戒
』
の
争
奪
戦
は
、
『
破
戒
』
の
意
味
の
み
に
お
け
る
争
い
な
の
で

は
な
い
、
そ
れ
は
〈
文
学
作
品
〉
な
る
も
の
の
意
味
の
争
奪
戦
で
も
あ

る
。
『
破
戒
』
を
め
ぐ
る
評
論
は
、
わ
れ
わ
れ
が
意
味
を
見
出
す
〈
文
学

作
品
〉
な
る
も
の
が
発
生
し
て
く
る
経
緯
を
見
せ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

技
術
批
評
1
1
日
露
戦
争
前
後
批
評
の
ス
タ
イ
ル

藤
村
の
『
破
戒
』
を
、
激
石
の
『
吾
輩
は
描
で
あ
る
で
独
歩
の
『
運

命
』
と
並
べ
て
、
明
治
三
十
九
年
に
発
動
し
た
「
新
気
運
」
と
し
て
ま

と
め
、
藤
村
を
日
露
戦
後
と
い
う
新
時
代
の
代
表
的
な
作
家
と
し
て
扱

っ
た
の
は
、
『
早
稲
田
文
学
』
の
「
葉
報
小
説
界
」
(
明
却

-m)
で
あ

る
。
同
時
代
評
を
広
く
押
さ
え
つ
つ
『
破
戒
』
を
論
じ
る
こ
の
記
事
は
、

『
破
戒
』
登
場
の
経
緯
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

昨
年
の
夏
に
入
ッ
て
、
氏
は
七
年
間
隠
棲
の
地
北
信
濃
を
去
ッ

て
、
再
び
中
央
文
壇
に
帰
来
し
、
か
ね
て
執
筆
中
の
大
作
を
完
成

し
て
、
遠
か
ら
ず
世
に
聞
は
ん
が
為
め
、
一
切
の
煩
累
を
避
け
て
、

労
作
に
専
心
従
事
し
て
ゐ
る
由
が
伝
へ
ら
れ
、
刻
割
削
剥
叶
副
凶

刷
州
刷
調
副
割
叫
剖
劃
劇
剖
閣
制
U
叶
却
制
対
伺
叫
出
寸
引
制
副

剖
矧
引
剰
刺
可
制
吋
。
斯
く
の
如
き
期
待
の
念
は
、
氏
が
文
芸
に

対
す
る
態
度
の
慎
重
に
し
て
且
つ
忠
実
な
る
よ
り
来
ッ
た
で
も
あ

ら
う
が
、
一
方
に
於
い
て
は
、
少
な
く
と
も
進
ん
だ
一
部
の
社
会

制
1

d
叫
制
剰
叫
刷
測
同
制
引
引

U
司
1
吋
割
州
刺
割
削
引
側
副

叫
樹
剖
刈
司
剖
剖
割
盟
叫
寸
叶
剖
引
閥
叫
洲
川
司
、
氏
の
加
き
い

は
JY

新
し
き
作
家
が
、
久
々
に
中
央
文
壇
に
帰
来
し
て
多
年
苦
心

の
大
作
を
出
す
と
い
ふ
に
就
け
て
、
州
制
判
倒
制
州

U
剖
到
同

制
引
司
副
剖
刑
期
U
剖
故
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。
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こ
の
記
事
は
、
『
破
戒
』
が
話
題
作
と
な
っ
た
こ
と
に
、
二
つ
の
理
由
を

説
明
し
て
い
る
。
一
つ
は
、
藤
村
の
「
忠
実
真
撃
な
る
態
度
」
へ
の
賞
賛

で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
批
評
す
る
側
に
お
け
る
、
「
新
意
あ
る
作
品
」
へ

の
期
待
で
あ
る
。
藤
村
の
創
作
態
度
の
誠
実
さ
を
た
た
え
る
記
事
は
数
多

く
見
ら
れ
る
が
、
こ
と
に
数
年
越
し
で
『
破
戒
』
を
準
備
し
て
い
る
こ
と

(
1
)
 

が
出
版
に
先
立
っ
て
流
れ
て
い
る
明
治
三
十
九
年
で
は
、
そ
の
節
制
で

勤
勉
な
態
度
が
文
壇
で
は
ま
れ
に
見
る
誠
実
な
も
の
と
し
て
賞
賛
さ
れ

て
お
り
、
賞
賛
の
声
は
『
破
戒
』
の
刊
行
を
迎
え
て
最
高
潮
に
達
す
る
。

(
2
)
 

明
治
三
十
九
年
三
月
二
十
五
日
付
け
で
刊
行
さ
れ
た
『
破
戒
』
に
対

す
る
、
明
治
三
十
九
年
五
月
ま
で
の
、
比
較
的
名
の
通
っ
た
新
聞
・
文



芸
雑
誌
に
限
っ
た
同
時
代
評
リ
ス
ト
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

-
『
東
京
日
日
新
聞
』
明
却
・

4
・
m
近
松
秋
江
「
破
戒
を
読
む
(
特
に
其

の
材
料
に
就
い
て
)
」
明
羽
・

5
・
7

明
却
・

4
・
m
片
上
天
弦
「
自
然
派
の
新
作
」

豹
子
頭
「
「
破
戒
」
」

正
宗
白
鳥
「
『
破
戒
』
を
読
む
」

・
『
東
京
二
六
新
聞
』
明
羽
・

5
・
2
柳
葉
(
H
山
本
柳
葉
)
「
藤
村
の
破
戒
」

・
『
太
陽
』
明
羽
・

5

長
谷
川
天
渓
「
文
芸
時
評
反
動
の

現
象
」

・
『
中
央
公
論
』
明
羽
・

5

記
事
な
し
、
翌
明
却
・

6
に
姻
霞
生

「
「
運
命
」
と
「
破
戒
」
」
あ
り

・
『
新
小
説
』
明
叩
・

5

記
事
な
し
、
翌
明
泊
・

6
に
「
新
刊

紹
介
藤
村
『
破
戒
』
」
あ
り

・
『
文
芸
慎
楽
部
』
明
羽
・

5

外
史
子
(
H
石
橋
思
案
)
「
文
壇
近
来

の
快
事
(
小
説
「
破
誠
一
を
手
に
し
て
)
」
、
あ
う
た
う
(
日
武
田
桜
桃
か
)

「
単
行
本
発
刊
の
動
機
と
『
破
戒
』
」

・
『
芸
苑
』
明
羽
・

5

始
羊
子
(
H
森
田
草
平
)
「
『
破
戒
』
を

読
む
」

・
『
新
古
文
林
』

を
読
む
」

・『新世一戸』

-
『
読
売
新
聞
』

明
開
・

5

明
羽
・

5

白
雲
子
(
H
藤
井
白
雲
か
)
「
「
破
戒
」

喝
破
楼
「
緩
調
急
調
」

-
『
新
潮
』
明
拍
・

5

社
中
同
人
(
設
楽
白
虹
・
天
馬
生
・

菱
花
女
〉
「
作
家
と
作
品
|
|
『
破
戒
』
を
評
す
」

・
『
文
章
世
界
』
明
羽
・

4
・日

K
T
(
H
田
山
花
袋
)
「
時
評
」

・
『
文
庫
』
明
叩
・

5

小
島
烏
水
「
『
破
戒
』
を
読
む
」
、
松

原
至
文
「
「
破
戒
」
雑
感
」

・
『
明
星
』
明
却
・

5

与
謝
野
晶
子
「
小
説
『
破
戒
』
其
他
」

・
『
白
百
合
』
明
却
・

5

の
ぼ
流

(
H
小
杉
乃
帆
流
)
「
文
芸

雑
姐
「
破
戒
」
を
読
む
」

・
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
明
却
・

5

記
事
な
し

・
『
慶
藤
義
塾
学
報
』
明
却
・

5

鶏
漬
生
「
小
説
破
戒
を
読
む
」

・
『
帝
国
文
学
』
明
羽
・

4

鶏
鵡
公
「
破
戒
」

・
『
早
稲
田
文
学
』
明
却
・

5

大
塚
楠
緒
子
・
柳
田
国
男
・
正
宗
白

鳥
・
中
島
孤
島
・
小
川
未
明
・
近
松
秋
江
・
島
村
抱
月
「
『
破
戒
』
を
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評
す
」

当
時
の
新
聞
・
雑
誌
を
見
れ
ば
、
『
破
戒
』
の
出
版
が
い
か
に
大
き
な

波
紋
を
呼
び
起
こ
し
た
か
が
分
か
る
。
街
頭
の
人
「
最
近
の
作
家
批
評

家
一
」
(
『
新
声
』
明
拘
・

6
)
が
、
「
島
崎
藤
村
の
「
破
戒
」
一
た
び
出

で
、
、
氏
を
知
る
と
な
く
、
知
ら
ざ
る
と
な
く
、
之
を
評
し
之
を
読
む

に
偏
に
後
れ
ざ
ら
ん
と
を
期
す
る
に
似
た
り
」
と
す
る
よ
う
に
、
各
誌

は
先
を
競
っ
て
『
破
戒
』
を
論
じ
た
。
評
の
載
っ
て
い
な
い
の
は
、
『
吾

輩
は
猫
で
あ
る
』
の
連
載
以
降
よ
う
や
く
小
説
に
も
目
を
注
ぎ
始
め
た



『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
を
除
く
な
ら
、
わ
ず
か
に
『
中
央
公
論
』
『
新
小
説
』
(
と

も
に
翌
月
に
記
事
掲
載
)
に
す
ぎ
な
い
。
「
且
某
報
小
説
界
」
が
分
析
す

る
よ
う
に
、
こ
の
期
待
は
一
方
で
藤
村
の
創
作
態
度
の
誠
実
さ
が
も
た

ら
し
た
と
い
え
る
が
、
だ
が
も
う
一
方
で
、
こ
の
『
破
戒
』
を
め
ぐ
っ

て
、
作
品
を
批
評
す
る
こ
と
の
質
が
変
化
し
て
い
た
こ
と
も
、
『
破
戒
』

を
画
期
的
な
作
品
へ
と
仕
立
て
上
げ
る
。
以
下
、
『
破
戒
』
の
同
時
代
評

を
検
討
し
て
い
く
が
、
そ
の
前
に
日
露
戦
争
前
後
の
文
芸
評
論
を
考
え

る
う
え
で
確
認
し
た
い
の
は
、
当
時
の
小
説
批
評
が
、
も
っ
ぱ
ら
作
品

の
技
術
批
評
で
あ
っ
て
、
作
家
の
私
生
活
か
ら
作
品
の
意
味
を
読
み
取

っ
た
り
、
作
品
を
論
じ
る
こ
と
で
作
者
を
も
合
わ
せ
論
じ
る
、
と
い
っ

た
類
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

『
破
戒
』
が
刊
行
さ
れ
て
比
較
的
早
い
時
期
に
現
れ
た
同
時
代
評
で

あ
る
、
豹
子
頭
「
「
破
戒
」
」
(
『
読
売
新
聞
』
)
を
見
て
み
る
。
豹
子
頭
は

「
郷
土
芸
術
」
・
「
回
国
文
学
」
と
し
て
の
『
破
戒
』
の
側
面
を
高
く
評
価

す
る
の
だ
が
、
そ
れ
以
外
の
点
に
お
い
て
は
「
不
満
足
」
を
表
す
る
。
ま

ず
、
「
破
戒
と
い
ふ
主
題
が
此
篇
の
生
命
で
眼
目
で
あ
る
」
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
主
人
公
瀬
川
丑
松
が
薄
弱
な
告
白
し
か
出
来
ず
、
破
戒
つ
ま
り

告
白
が
希
薄
に
終
わ
っ
て
い
る
と
し
、
「
作
者
の
結
想
」
、
つ
ま
り
設
定

さ
れ
た
テ
l
マ
が
十
分
に
展
開
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
そ

の
理
由
と
し
て
、
丑
松
の
告
白
と
「
対
照
」
に
な
る
は
ず
の
「
学
校
を

中
心
と
し
て
の
社
会
の
迫
害
」
に
比
べ
て
、
丑
松
の
告
白
が
あ
ま
り
に

「
弱
く
哀
れ
」
で
、
こ
れ
で
は
「
美
感
を
享
受
す
る
こ
と
が
出
来
無
い
」

と
い
う
よ
う
に
、
構
成
に
難
が
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
「
文
章
」
に

つ
い
て
は
、
「
文
体
の
差
別
な
ど
頓
着
せ
ぬ
程
円
熟
し
て
居
る
」
、
「
信
州

の
天
然
は
か
う
で
あ
ら
う
か
と
見
ら
れ
る
」
と
誉
め
る
も
の
の
、
人
物

造
型
に
つ
い
て
は
「
丑
松
も
猪
子
蓮
太
郎
も
、
人
格
は
推
想
さ
れ
る
が

明
確
に
印
象
が
出
来
な
い
」
と
け
な
す
、
と
い
う
順
で
一
篇
は
構
成
さ

れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
『
破
戒
』
が
素
材
・
テ
l
マ
・
構
成
・
描
写
・
人

物
造
型
の
五
方
向
か
ら
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
『
破
戒
』
評
は
、
当
時
の
文
芸
批
評
で
多
用
さ
れ
る
手
法
を
典

型
的
に
示
し
て
い
る
。
当
時
の
批
評
は
、
大
き
く
作
品
の
内
容
を
扱
う

も
の
と
、
作
品
の
語
り
口
を
扱
う
も
の
と
に
分
か
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ

れ
が
テ
l
マ
・
素
材
・
人
物
造
型
と
、
構
成
・
描
写
に
分
か
れ
る
。
素

材
は
「
材
料
」
(
近
松
秋
江
「
破
戒
を
読
む
」
な
ど
)
な
ど
と
呼
ば
れ
、

テ
l
マ
は
「
主
題
」
(
豹
子
頭
「
「
破
戒
」
」
な
ど
)
や
「
趣
向
」
(
正
宗

白
鳥
「
『
破
戒
』
を
読
む
」
)
・
「
モ
チ
ィ
ヴ
」
(
始
羊
子
「
『
破
戒
』
を
読

む
」
)
、
人
物
造
型
は
「
人
物
」
(
白
鳥
「
『
破
戒
』
を
読
む
」
な
ど
)
や

「
性
格
」
(
孤
島
「
『
破
戒
』
を
評
す
」
)
と
呼
ば
れ
、
構
成
は
主
に
「
結

構
」
(
柳
田
国
男
「
『
破
戒
』
を
評
す
」
な
ど
)
と
称
さ
れ
、
描
写
は
そ

の
ま
ま
、
あ
る
い
は
「
文
章
」
(
豹
子
頭
「
「
破
戒
」
」
な
と
)
と
さ
れ
る

こ
と
も
あ
る
。
評
者
に
よ
っ
て
タ
l
ム
は
異
な
る
に
せ
よ
、
作
品
を
論

じ
る
に
当
た
っ
て
ほ
ぼ
規
範
と
さ
れ
る
切
り
口
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

が
、
そ
こ
に
は
藤
村
が
内
部
に
ど
の
よ
う
な
葛
藤
を
抱
え
、
そ
の
表
現

に
苦
悩
し
て
い
た
か
と
い
っ
た
、
作
家
の
主
体
か
ら
作
品
を
分
析
す
る

6-



視
点
ゃ
、
作
品
の
構
造
を
検
討
す
る
こ
と
で
作
者
の
抱
え
て
い
た
で
あ

ろ
う
問
題
を
抽
出
す
る
、
と
い
っ
た
、
近
代
文
学
の
批
評
で
常
套
と
化

す
手
法
は
一
切
採
ら
れ
て
い
な
川
)
。
と
い
う
よ
り
も
、
こ
の
『
破
戒
』
評

だ
け
で
な
く
、
明
治
三
十
九
年
の
『
破
戒
』
論
全
体
に
、
そ
の
よ
う
な

作
家
と
作
品
を
有
機
的
に
つ
な
ぐ
視
点
が
欠
落
し
て
い
る
。

同
時
代
評
の
要
点
を
分
類
す
る
な
ら
、
「
機
多
」
「
新
平
民
」
と
い
う

素
材
に
着
目
し
て
い
る
の
は
、
近
松
秋
江
「
破
戒
を
読
む
(
特
に
其
の

材
料
に
つ
い
て
)
」
・
大
塚
楠
緒
子
「
『
破
戒
』
を
評
す
」
・
柳
田
国
男
「
『
破

戒
』
を
評
す
」
な
ど
が
あ
り
、
主
に
人
物
造
型
に
つ
い
て
は
大
塚
楠
緒

子
「
『
破
戒
』
を
評
す
」
・
正
宗
白
鳥
「
『
破
戒
』
を
評
す
」
・
中
島
孤
島

「
『
破
戒
』
を
評
す
」
・
小
川
未
明
「
『
破
戒
』
を
評
す
」
・
与
謝
野
日
間
子
「
小

説
『
破
戒
』
其
他
」
な
ど
、
構
成
・
描
写
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
の
は
、

近
松
秋
江
「
『
破
戒
』
を
評
す
」
・
島
村
抱
月
「
『
破
戒
』
を
評
す
」
・
与

謝
野
晶
子
「
小
説
『
破
戒
』
其
他
」
が
あ
る
。
テ
ー
マ
と
描
写
・
構
成

の
両
方
に
わ
た
り
総
合
的
に
論
じ
て
い
る
の
は
、
正
宗
白
鳥
「
『
破
戒
』

を
読
む
」
・
豹
子
頭
「
「
破
戒
」
」
・
小
島
烏
水
「
『
破
戒
』
を
読
む
」
・
の

ぼ
流
「
「
破
戒
」
を
読
む
」
・
始
羊
子
「
『
破
戒
』
を
読
む
」
で
あ
る
。
以

上
の
よ
う
な
技
術
的
な
批
評
に
は
、
見
事
な
ほ
ど
作
家
と
作
品
を
有
機

的
に
関
連
づ
け
て
論
じ
る
方
向
性
が
欠
如
し
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
何
も
『
破
戒
』
が
論
じ
ら
れ
る
明
治
三
十
九
年

に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
「
わ
が
国
最
初
の
作
品
論
・
批
評
文
」
と
さ

れ
る
(
川
部
国
基
「
解
説
」
『
近
代
-
評
論
集
I
』
角
川
書
店
、
一
九
七
二
)

半
峰
居
士

(
H
高
田
早
苗
、
一
八
六

O
ー
一
九
三
八
)
「
当
世
書
生
気
質

の
批
評
」
(
『
中
央
学
術
雑
誌
』
明

m
・
1
・
ぉ
ー

2
・
お
)
は
、
「
注
釈
」

に
陥
り
が
ち
な
「
支
那
人
の
批
評
」
を
退
け
、
「
短
万
直
入
の
法
を
以
て

書
生
気
質
を
批
評
し
、
揚
く
へ
き
を
揚
け
抑
ふ
へ
き
を
抑
へ
て
批
評
家

の
職
務
を
完
ふ
せ
ん
」
と
い
う
も
の
だ
が
、
そ
の
内
容
は
ジ
ャ
ン
ル
論

に
も
と
づ
く
作
品
の
高
い
評
価
と
、
「
人
物
」
「
権
衡
」
な
と
技
術
的
な

ポ
イ
ン
ト
に
し
ぼ
っ
た
作
品
の
「
瑞
珪
」
指
摘
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ

に
つ
づ
く
石
橋
忍
月
(
一
八
六
五
l

一
九
二
六
)
の
「
浮
雲
の
褒
庇
」
「
浮

雲
第
二
篇
の
褒
庇
」
(
『
女
学
雑
誌
』
明
却
・

9
・
3
l
引・

3
・
口
)
や
、

「
舞
姫
」
(
『
国
民
之
友
』
明
m
-
2
)
も
、
「
小
説
の
要
は
人
物
の
性
質
、

意
想
を
写
す
に
在
り
」
と
い
う
前
提
の
も
と
、
「
小
説
の
主
眼
た
る
人
物
」

が
「
終
始
一
致
貫
通
せ
り
」
(
『
浮
雲
』
)
、
「
人
物
と
境
遇
と
行
為
と
の
関

係
支
離
誠
裂
」
(
「
舞
姫
」
)
な
ど
と
a

評
し
て
、
作
品
の
内
容
や
内
在
的
な

語
り
口
を
規
範
と
さ
れ
る
評
価
基
準
か
ら
論
じ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
お

よ
そ
作
家
の
境
遇
か
ら
意
味
を
読
み
取
っ
た
り
、
作
者
の
苦
悩
を
読
み

(4) 

込
む
視
点
な
と
は
皆
無
で
あ
る
。
こ
れ
は
日
露
戦
争
直
前
の
同
時
代
評

で
も
同
様
で
あ
り
、
藤
村
の
「
旧
主
人
」
を
論
じ
た
、
編
輯
局
同
人
に

よ
る
「
近
刊
合
評
旧
主
人
」
(
『
文
芸
界
』
明
白
・
ロ
)
で
は
、
平
尾
不

孤
が
「
文
章
」
・
「
描
写
」
や
「
結
構
」
・
「
人
物
」
に
つ
い
て
論
じ
つ
つ
、

「
作
者
の
意
」
つ
ま
り
テ
l
マ
を
「
日
本
の
結
婚
制
度
の
不
完
全
」
に
見
、

河
畦
人
が
人
物
造
型
を
論
じ
、
さ
ら
に
前
述
の
弔
花
の
そ
れ
が
つ
づ
く
。

も
ち
ろ
ん
作
家
の
意
図
や
生
活
に
言
及
す
る
批
評
は
存
在
す
る
。
豹
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子
頭
の
「
「
破
戒
」
」
に
し
て
も
、
「
作
者
の
結
想
」
や
「
作
者
の
着
意
」

と
い
っ
た
、
作
品
を
外
側
か
ら
統
括
す
る
主
体
と
し
て
の
作
家
は
前
提

に
あ
り
、
そ
れ
は
他
の
評
者
で
も
同
様
で
あ
る
。
あ
る
い
は
「
作
家
の

感
情
を
偽
ら
ず
に
正
直
に
真
面
目
に
述
べ
た
点
は
ま
こ
と
に
敬
服
す
べ

き
」
(
設
楽
白
虹
「
『
破
戒
』
を
評
す
」
『
新
潮
』
)
、
「
自
己
の
思
想
を
忠

実
に
書
こ
う
と
す
る
」

(
K
T
「
時
評
」
『
文
章
世
界
』
)
の
よ
う
に
、
作

家
の
意
図
と
作
品
の
連
続
性
を
見
ょ
う
と
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
こ
れ

ら
で
も
作
家
は
作
品
に
対
し
て
切
り
離
さ
れ
た
位
置
に
あ
る
。

例
え
ば
小
島
烏
水
「
『
破
戒
』
を
読
む
」
(
『
文
庫
』
)
は
、
田
山
花
袋

の
紀
行
文
集
『
草
枕
』
か
ら
、
花
袋
・
藤
村
の
対
話
と
し
て
、
「
わ
が
国

は
山
園
、
峻
峰
高
嶺
到
る
処
に
、
連
互
し
て
其
裡
に
住
せ
る
珍
し
き
民
、

亦
少
な
か
ら
ず
、
(
略
〉
生
活
は
、
い
か
に
わ
が
大
和
民
族
の
特
色
を
発

揮
し
た
る
も
の
な
る
や
知
る
可
ら
ず
、
然
る
を
未
だ
そ
の
一
端
を
だ
に

描
き
出
し
、
人
の
無
き
は
如
何
」
と
い
う
一
節
を
引
用
し
つ
つ
、
「
藤
村

氏
が
『
破
戒
』
の
大
作
に
指
を
染
め
た
動
機
」
を
、
藤
村
の
「
強
烈
な

る
ロ
ー
カ
ル
カ
ラ
ア
を
有
す
る
山
最
小
説
」
執
筆
へ
の
意
欲
、
お
よ
び

「
穣
多
」
へ
の
同
情
に
見
い
だ
し
、
そ
れ
は
信
州
に
あ
っ
た
藤
村
に
と
っ

て
必
然
的
な
「
取
材
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。
だ
が
、
こ
れ
に
し
て
も
藤

村
の
内
面
的
な
葛
藤
と
そ
の
「
取
材
」
と
が
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
く
、
西
洋
文
壇
に
流
行
す
る
「
取
材
」
と
い
う
方
法
を
藤
村

が
応
用
し
た
、
と
い
う
説
明
に
す
ぎ
な
い
。
つ
ま
り
、
作
家
が
信
州
の

自
然
を
観
察
研
究
し
た
の
で
そ
の
描
写
に
う
な
ず
け
る
、
と
い
っ
た
具

合
に
、
構
成
や
描
写
と
い
っ
た
技
術
が
作
品
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ

て
い
る
か
が
考
察
さ
れ
る
の
み
で
、
作
家
の
個
人
的
な
生
活
上
の
葛
藤

や
内
面
的
な
葛
藤
と
作
品
と
が
絡
め
ら
れ
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

藤
村
自
身
に
も
、
『
破
戒
』
創
作
の
動
機
と
し
て
、
「
彼
様
い
ふ
階
級

〔H

「
新
平
民
」
、
引
用
者
注
〕
の
中
か
ら
其
様
な
人
物
〔
H

「
頭
脳
が

確
か
で
学
問
も
あ
っ
て
、
且
人
物
と
し
て
も
勝
れ
て
居
た
」
人
物
、
引

用
者
一
夜
〕
の
産
れ
た
と
い
ふ
こ
と
が
、
ひ
ど
く
私
の
心
を
動
か
し
ま
し

た
。
(
略
)
私
は
新
平
民
に
興
味
を
持
ち
、
新
平
民
の
|
|
信
州
の
新
平

民
の
こ
と
を
調
べ
て
見
ゃ
う
と
思
立
っ
た
の
で
す
(
略
)
智
識
と
い
ふ

方
の
側
に
左
様
い
ふ
種
族
が
発
達
し
得
る
か
奈
何
か
。
そ
れ
が
私
の
深

い
興
味
を
惹
い
た
の
で
し
た
」
(
「
『
破
戒
』
の
著
者
が
見
た
る
山
国
の
新

平
民
」
『
文
庫
』
明
却
・

6
)
と
い
う
説
明
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
「
取
材
」

(
烏
水
)
や
「
調
べ
て
見
」
る
(
藤
村
)
動
機
と
し
て
は
、
「
心
を
動
か

し
」
た
こ
と
と
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
「
興
味
」
以
上
の
説
明
は
加
え
ら

(5) 

れ
て
い
な
い
。

『
破
戒
』
を
論
じ
た
評
論
の
数
々
が
、
『
破
戒
』
と
い
う
作
品
に
意
味

を
付
与
す
る
の
に
、
藤
村
の
作
家
精
神
に
ま
っ
た
く
触
れ
よ
う
と
し
な

い
と
い
う
事
態
は
、
第
二
次
大
戦
後
の
『
破
戒
』
研
究
が
、
千
田
洋
幸

「
島
崎
藤
村
『
破
戒
』
」
(
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
五
七
・
四
、
一
九
九

二
・
四
)
の
ま
と
め
る
よ
う
に
、
藤
村
の
内
面
と
『
破
戒
』
に
お
け
る

丑
松
の
告
白
と
を
と
の
よ
う
に
測
定
す
る
か
、
つ
ま
り
告
白
性
と
社
会

性
の
い
ず
れ
に
重
心
を
置
く
か
の
測
定
に
か
か
り
き
り
だ
っ
た
こ
と
を
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想
起
す
る
な
ら
、
奇
妙
に
見
え
ざ
る
を
得
な
い
。

技
術
と
態
度
|
|
『
破
戒
』
評
価
の
断
層

以
上
の
よ
う
に
、
明
治
三
十
九
年
三
月
に
出
版
さ
れ
た
『
破
戒
』
は

喧
し
い
批
評
の
渦
を
巻
き
起
こ
す
が
、
そ
の
論
じ
方
は
限
ら
れ
た
パ
タ
ー

ン
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
し
か
も
奇
妙
な
の
は
、
従
来
の
評
価
の
基
準

で
あ
る
素
材
・
テ
l
マ
・
人
物
造
型
・
構
成
・
描
写
に
お
い
て
は
、
描

写
の
清
新
さ
を
除
き
、
お
お
む
ね
そ
の
拙
劣
さ
を
指
摘
す
る
も
の
が
支

配
的
で
あ
り
な
が
ら
、
結
局
は
好
意
的
な
口
吻
を
以
て
一
篇
を
遇
し
て

い
る
、
と
い
う
事
態
で
あ
る
。

テ
ー
マ
や
素
材
・
描
写
・
構
成
に
つ
い
て
も
肯
定
的
な
評
価
を
下
す

の
は
、
小
島
烏
水
「
『
破
戒
』
を
読
む
」
ぐ
ら
い
で
、
そ
れ
以
外
で
は
、

ま
ず
冒
頭
で
「
最
近
小
説
壇
の
一
大
収
穫
」
と
い
っ
た
賛
辞
を
呈
し
、
本

文
を
分
析
す
る
に
当
た
っ
て
、
「
新
思
想
は
伝
へ
な
か
っ
た
」
、
「
意
志
の

薄
弱
な
」
丑
松
、
「
文
章
は
勤
も
す
れ
ば
冗
長
の
弊
に
陥
り
」
、
「
構
想
の

上
に
も
肯
き
難
い
節
が
少
く
な
い
」
、
と
い
っ
た
技
術
的
な
非
難
を
し
、

再
び
最
後
に
「
近
事
に
得
易
か
ら
ざ
る
作
品
」
と
い
っ
た
誉
め
言
葉
が

来
る
(
の
ぼ
流
「
文
芸
雑
組
「
破
戒
」
を
読
む
」
『
白
百
合
』
)
、
と
い

う
パ
タ
ー
ン
が
多
く
見
ら
れ
る
。

『
破
戒
』
の
登
場
を
、
「
小
説
壇
が
始
め
て
更
に
新
し
い
廻
転
機
に
達

し
た
こ
と
を
感
ず
る
の
情
に
堪
え
ぬ
。
欧
羅
巴
に
於
け
る
近
世
自
然
派

の
問
題
的
作
品
に
伝
は
っ
た
生
命
は
、
此
の
作
に
依
て
始
め
て
我
が
創

作
界
に
対
等
の
発
現
を
得
た
」
と
い
う
有
名
な
賛
辞
で
も
っ
て
迎
え
た
、

お
そ
ら
く
『
破
戒
』
の
同
時
代
評
で
は
最
も
頻
繁
に
引
用
さ
れ
る
島
村

抱
月
の
「
『
破
戒
』
を
評
す
」
(
『
早
稲
田
文
学
』
)
に
し
て
も
、
事
情
は

変
わ
ら
な
い
。
「
部
分
々
々
の
技
巧
に
つ
い
て
は
、
敬
服
す
る
点
と
共
に
、

不
服
の
点
も
無
く
は
無
い
」
と
、
「
措
法
」
の
「
成
功
」
は
讃
え
つ
つ
も
、

告
白
前
後
の
描
写
は
「
十
分
で
無
」
く
、
「
被
多
」
で
あ
る
と
い
う
告
白

が
「
卑
下
し
過
ぎ
」
、
「
対
照
の
あ
ざ
や
か
な
色
彩
」
に
欠
け
、
「
性
格
描

写
は
感
服
す
る
ほ
ど
で
な
」
く
、
「
会
話
が
生
き
て
居
ら
ぬ
」
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
「
此
等
の
欠
点
は
、
以
て
此
の
作
の
精
神
、
感
情
、
描
法
が

有
す
る
新
代
的
魅
力
を
盟
つ
に
は
足
ら
ぬ
」
と
持
ち
上
げ
る
。

同
時
代
評
を
烏
敵
す
る
「
葉
報
小
説
界
」
(
『
早
稲
田
文
学
』
明

却

-m)
は
、
ち
ょ
う
ど
こ
れ
を
逆
の
方
向
か
ら
、
「
以
上
数
多
き
批
評

は
、
執
れ
も
著
者
が
労
作
苦
心
の
結
果
に
対
し
て
、
一
般
に
尊
敬
と
同

情
の
念
を
惜
し
ま
な
か
ッ
た
ゃ
う
で
あ
る
が
、
作
品
其
の
も
の
に
対
し

て
は
、
期
待
の
大
な
り
し
だ
け
に
、
不
満
の
点
を
数
え
た
も
の
も
多
か

ッ
た
や
う
に
見
受
け
ら
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
作
品
の
評

価
は
低
い
が
、
そ
の
「
労
作
苦
心
」
に
対
し
て
は
「
尊
敬
と
同
情
の
念
」

を
払
う
の
で
あ
る
。
こ
の
奇
妙
な
組
み
合
わ
せ
は
い
っ
た
い
何
が
も
た

-9一

ら
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

明
治
三
十
二
年
に
小
諸
義
塾
に
赴
任
し
て
以
降
の
藤
村
は
、
明
治
三

十
四
年
刊
行
の
『
落
梅
集
』
は
あ
る
も
の
の
、
中
央
の
文
壇
か
ら
遠
ざ

か
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
明
治
三
十
五
年
に
至
り
小
説
の
執
筆
を
開
始
し
、
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東
京
の
文
芸
誌
に
掲
載
し
始
め
る
。
十
一
月
の
「
旧
主
人
」
(
『
新
小
説
』

明
白
・
日
)
以
降
、
ぽ
つ
ぽ
つ
と
登
場
す
る
小
説
群
は
、
や
が
て
藤
村
が

数
年
越
し
に
準
備
し
て
い
る
大
作
の
試
作
に
す
ぎ
な
い
こ
と
、
そ
の
藤

村
が
本
格
的
な
執
筆
の
た
め
明
治
三
十
八
年
四
月
信
州
か
ら
東
京
に
出

て
き
て
、
作
品
の
仕
上
げ
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
う
情
報
は
、
例
え
ば

『
新
小
説
』
で
は
、
「
時
報
文
士
の
消
息
」
(
明
お
・

6
)
に
、
「
新
体

詩
界
に
一
流
の
旗
峨
を
翻
せ
る
同
氏
は
久
し
く
信
州
小
諸
に
在
り
て
回

国
の
趣
味
を
養
い
た
る
が
今
回
上
京
し
て
緑
蔭
叢
書
の
中
、
破
戒
の
著

作
に
従
事
し
つ
、
お
あ
り
」
と
報
道
さ
れ
、
翌
月
に
も
「
時
報
文
界
消

息
」
(
明
お
・

7
)
に
、
「
か
ね
て
記
載
せ
る
緑
蔭
叢
書
の
第
一
編
は
殆

ん
ど
其
の
全
部
の
稿
を
了
さ
れ
た
り
と
い
ふ
」
と
い
う
よ
う
に
、
刻
々

と
動
向
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
藤
村
の
「
苦
心
」
に
つ
い
て
の
情
報
は

順
次
文
壇
に
流
れ
、
い
や
が
上
に
も
小
説
家
藤
村
へ
の
期
待
は
高
ま
っ

て
い
く
。
「
藤
村
と
い
ふ
作
家
は
、
久
し
く
文
壇
か
ら
嘱
望
さ
れ
て
居
る
」
(
豹
子

頭
「
「
破
戒
」
」
)
、
「
近
年
『
破
戒
』
ほ
ど
多
大
の
希
望
を
繋
い
で
待
ち
設

け
ら
れ
た
も
の
は
無
い
」
(
玲
羊
子
「
『
破
戒
』
を
読
む
」
『
芸
苑
』
)
、
「
数

年
以
来
一
飛
躍
を
試
み
た
る
作
家
な
き
有
様
な
り
。
こ
の
時
に
於
て
、
島

崎
藤
村
氏
が
二
年
間
全
力
を
捧
げ
て
、
長
編
の
製
作
に
従
事
せ
る
報
伝

は
り
た
れ
ば
、
世
人
は
多
く
の
希
望
を
抱
い
て
待
ち
焦
れ
た
る
や
う
な

り
」
(
正
宗
白
鳥
「
『
破
戒
』
を
読
む
」
『
読
売
新
聞
』
)
と
い
う
よ
う
に
、

か
つ
て
そ
の
持
情
詩
で
一
世
を
風
廃
し
た
詩
人
が
、
信
州
の
山
奥
に
こ

も
っ
て
数
年
が
か
り
で
大
作
を
も
の
し
て
い
る
と
い
う
情
報
が
共
有
さ

れ
、
し
か
も
期
待
さ
れ
る
「
文
学
の
新
紀
元
」
(
長
谷
川
天
渓
「
文
芸
時

評
昨
年
の
文
芸
界
」
『
太
陽
』
明
却
・

1
の
表
現
)
を
、
日
露
戦
前
か

ら
活
躍
す
る
旧
作
家
た
ち
が
も
た
ら
す
気
配
の
な
い
今
、
小
説
家
藤
村

へ
の
期
待
が
、
待
ち
に
待
っ
て
手
に
し
た
『
破
戒
』
の
出
来
不
出
来
を

無
視
し
て
ま
で
も
賛
辞
を
送
り
た
い
気
に
さ
せ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

事
実
、
『
破
戒
』
が
発
表
さ
れ
か
ま
び
す
し
い
喧
騒
が
巻
き
起
こ
っ
て

か
ら
、
近
松
秋
江
「
『
破
戒
』
を
評
す
」
(
『
早
稲
田
文
学
』
)
は
、
「
氏
の

此
の
度
の
労
作
の
模
様
と
其
の
作
意
の
要
点
を
薄
々
聞
い
て
知
っ
て
居

っ
た
が
為
に
、
予
期
と
い
ふ
こ
と
が
作
物
に
対
す
る
己
の
同
感
を
助
け

た
の
か
も
知
れ
ぬ
」
と
し
て
い
る
し
、
や
や
後
に
な
る
が
『
新
声
』
(
明
却
・

8
)
に
は
「
時
代
裸
観
文
士
末
路
の
悲
惨
予
防
法
」
な
る
記
事
が
あ

っ
て
、
「
膿
て
何
を
出
す
さ
う
だ
と
評
判
さ
せ
る
、
さ
う
し
て
勿
々
出
さ

な
い
、
早
く
出
せ
ば
い
h

と
待
ち
焦
が
れ
さ
せ
る
」
と
い
う
、
「
世
人
を

釣
っ
て
置
い
て
、
た
ま
に
し
か
作
物
を
出
さ
な
い
」
「
藤
村
流
」
の
末
路

悲
惨
予
防
法
が
譜
語
的
に
推
賞
し
て
あ
る
。
ま
た
忘
憂
子
「
文
芸
時
評
」

(
『
読
売
新
聞
』
明
羽

-u-m)
も
、
『
破
戒
』
が
話
題
作
と
な
っ
た
理

由
を
「
文
学
的
価
値
あ
る
や
否
や
少
し
く
疑
は
し
い
」
と
し
て
、
作
品

の
内
在
的
な
価
値
以
外
の
視
点
か
ら
分
析
し
て
い
る
。
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作
家
か
ら
作
品
へ
|
|
藤
村
の
真
面
目
な
態
度

し
か
し
こ
こ
で
考
え
る
べ
き
な
の
は
そ
れ
以
上
に
、
そ
の
よ
う
な
創



作
態
度
こ
そ
が
作
品
の
価
値
を
も
決
定
す
る
よ
う
な
、
い
わ
ば
技
術
批

評
を
超
え
る
よ
う
な
方
向
性
が
目
指
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
す

で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
同
時
代
評
は
一
方
で
『
破
戒
』
の
技
術
的
な
欠

陥
を
指
摘
し
な
が
ら
、
も
う
一
方
で
藤
村
の
作
家
と
し
て
の
態
度
の
真

面
目
さ
を
極
端
に
賞
賛
す
る
。

例
え
ば
近
松
秋
江
「
『
破
戒
』
を
評
す
」
は
、
「
客
観
的
描
写
を
重
ん

ず
べ
き
一
篇
の
小
説
と
し
て
は
、
尚
ほ
至
ら
ざ
る
も
の
が
あ
る
」
こ
と

を
ほ
ぼ
全
編
に
わ
た
っ
て
鰻
々
と
論
じ
な
が
ら
、
冒
頭
で
こ
の
一
篇
に

は
「
真
率
な
気
が
溢
れ
て
居
る
」
と
し
、
そ
の
「
芸
術
を
疎
か
に
せ
ぬ

良
心
」
に
は
満
腔
の
敬
意
を
表
し
、
結
び
に
お
い
て
も
「
此
の
如
き
清

新
な
感
情
を
持
っ
て
居
る
文
人
は
、
(
略
)
盛
ん
に
創
作
に
従
事
し
て
も

(
8
)
 

ら
ひ
た
い
」
と
し
て
い
る
。
設
楽
白
虹
「
『
破
戒
』
を
評
す
」
は
「
明
治

小
説
史
上
空
前
の
傑
作
」
と
絶
賛
し
、
感
興
が
薄
い
と
い
う
批
判
は
あ

る
と
し
な
が
ら
、
「
何
よ
り
も
先
づ
其
の
真
面
目
な
の
が
嬉
し
い
」
、
「
藤

村
の
「
破
戒
」
に
は
作
家
の
労
作
と
苦
心
と
が
顕
然
と
表
れ
」
、
「
作
家

の
感
情
を
偽
ら
ず
に
正
直
に
真
面
目
に
述
べ
た
点
は
ま
こ
と
に
敬
服
す

べ
き
」
と
し
て
い
る
。

同
様
に
、
技
術
的
に
は
難
色
を
示
し
な
が
ら
、
作
家
藤
村
の
態
度
の
真

面
目
さ
を
認
め
る
も
の
は
、
与
謝
野
晶
子
「
小
説
『
破
戒
』
其
他
」
・
「
「
破

戒
」
を
読
む
」
」
〈
『
新
古
文
林
』
)
・
持
羊
子
「
『
破
戒
』
を
読
む
」
・
柳
葉

「
藤
村
の
破
戒
」
(
『
東
京
二
六
新
聞
』
)
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
に
『
破

戒
』
が
苦
心
の
産
物
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
に
や
ぶ
さ
か
で
な
い
も
の

を
加
え
る
な
ら
大
半
が
加
わ
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
『
破
戒
』
同
時
代
評

に
見
て
取
る
こ
と
が
出
来
る
の
は
、
作
品
自
体
よ
り
も
、
作
家
の
創
作

(
9
)
 

に
対
す
る
態
度
が
、
作
品
の
評
価
を
決
定
す
る
と
い
う
事
態
で
あ
る
。
旧

作
家
た
ち
は
、
い
か
に
巧
い
小
説
を
書
こ
う
と
、
そ
の
背
後
に
真
面
目

な
創
作
の
態
度
が
見
ら
れ
な
い
以
上
、
排
斥
さ
れ
る
ほ
か
な
く
、
藤
村

の
作
が
い
か
に
拙
か
ろ
う
と
、
作
家
藤
村
が
新
時
代
の
旗
手
た
る
条
件

で
あ
る
、
創
作
へ
の
生
真
面
目
な
態
度
を
承
認
さ
れ
て
い
る
以
上
、
そ

の
作
品
も
高
い
評
価
を
受
け
る
。

こ
の
よ
う
な
、
作
品
の
技
術
批
評
を
超
え
た
地
点
に
価
値
を
発
見
し

よ
う
と
す
る
方
向
性
を
明
確
に
指
し
示
す
も
の
に
、

K
T
(
H
田
山
花

袋
)
「
時
評
」
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
読
者
が
「
文
章
の
明

快
を
欲
し
た
り
、
事
件
の
総
合
的
な
の
を
喜
ん
だ
り
、
取
材
の
は
で
な

の
を
好
ん
だ
り
」
し
て
い
た
が
、
「
旨
い
拙
い
な
ど
と
評
す
る
先
に
、
作

者
が
知
何
な
る
態
度
を
以
て
こ
の
描
写
を
為
た
か
を
見
な
け
れ
ば
な
ら

ん
」
と
い
う
。
つ
ま
り
作
品
の
出
来
不
出
来
な
ど
で
は
な
く
、
「
自
己
の

思
想
を
忠
実
に
書
こ
う
と
す
る
(
略
)
最
も
進
歩
し
た
造
り
方
」
を
と

っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
『
破
戒
』
は
-
評
価
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
の
だ
。

藤
村
の
高
い
評
価
は
、
そ
の
『
破
戒
』
と
い
う
作
品
の
出
来
と
い
う
よ

り
は
、
も
っ
ぱ
ら
『
破
戒
』
と
い
う
作
品
を
準
備
す
る
の
に
費
や
さ
れ

た
時
間
・
態
度
の
慎
重
さ
、
創
作
へ
の
真
面
目
さ
と
、
こ
の
よ
う
に
作

家
が
自
ら
の
思
想
を
よ
り
如
実
に
作
品
へ
と
埋
め
込
ん
で
い
る
か
否
か

に
よ
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
の
よ
う
な
真
面
目
さ
は
作
家
だ
け
の
問

-11-



題
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
持
羊
子
「
『
破
戒
』
を
読
む
」
が
、
「
こ
の
書
の

如
く
真
面
目
な
態
度
を
以
て
、
真
面
目
な
世
間
の
鑑
賞
を
要
求
す
る
も

の
は
、
先
づ
殆
ど
無
い
」
と
す
る
よ
う
に
、
『
破
戒
』
の
読
み
手
に
真
面

目
な
態
度
を
要
求
す
る
か
ら
こ
そ
の
評
価
な
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
批
評
の
頂
点
に
あ
る
の
は
、
街
頭
の
人
「
最
近
の
作
家

批
評
家
こ
(
『
新
宮
一
戸
』
明
叩
・

6
)
で
あ
る
。
『
破
戒
』
が
「
文
壇
に
警

醒
を
与
ふ
る
」
理
由
と
し
て
、
ま
ず
「
氏
の
人
格
の
重
ん
ず
べ
き
」
点
、

及
び
「
「
破
戒
」
が
真
面
目
な
る
二
年
間
の
労
作
な
る
」
点
を
、
「
作
物
の

価
値
」
以
上
に
重
視
し
て
挙
げ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
作
品
自
体
の
価
値

(
叩
)

な
ど
は
も
は
や
問
題
に
さ
れ
て
い
な
い
。
や
が
て
こ
の
よ
う
な
事
態
を
、

村
山
鳥
運
「
藤
村
君
に
つ
い
て
」
(
『
中
央
公
論
』
明
日
目
・
日
)
は
、
藤
村

の
「
作
物
に
人
気
が
あ
る
所
以
は
、
其
完
全
な
る
体
格
と
、
逢
て
快
い

容
貌
と
頼
母
し
い
人
格
と
が
、
自
然
に
作
の
上
に
浮
動
し
て
微
妙
な
働

き
を
す
る
の
で
あ
ら
う
と
自
分
は
断
じ
て
居
る
」
と
評
す
る
だ
ろ
う
。

だ
が
や
は
り
こ
の
よ
う
な
作
者
の
人
格
を
作
品
に
重
ね
合
わ
せ
る
読

み
は
、
作
品
の
評
価
を
外
側
か
ら
支
配
す
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
作
品

の
分
析
に
お
い
て
見
出
さ
れ
る
評
価
と
は
な
り
え
な
い
。
技
術
批
評
が

作
品
を
支
配
し
て
い
る
以
上
、
『
破
戒
』
と
い
う
作
品
は
、
作
家
の
態
度

に
お
い
て
好
意
的
に
遇
さ
れ
つ
つ
も
、
具
体
的
な
細
部
の
批
評
に
お
い

て
は
決
し
て
肯
定
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
作
品
を
読
む
こ
と
の
意

味
が
、
い
ま
だ
に
作
品
と
い
う
表
層
を
通
し
て
作
者
の
精
神
と
い
う
深

層
を
読
み
込
む
も
の
た
り
え
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
作
品
と
作
者
は
、

一
定
の
奥
行
き
の
中
で
互
い
に
牽
引
し
合
う
よ
う
な
場
所
を
獲
得
し
て

い
な
い
。
こ
こ
で
の
作
家
藤
村
と
い
う
要
素
は
、
あ
く
ま
で
作
品
の
作

り
手
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
作
品
を
通
し
て
作
者
の
内
面
が
う
か

が
わ
れ
る
と
い
う
よ
う
な
、
現
在
わ
れ
わ
れ
が
普
通
に
手
に
す
る
理
解

(
日
)

の
構
図
は
ま
だ
成
立
し
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
。
『
破
戒
』
を
め
ぐ
る

評
論
が
見
せ
て
い
る
の
は
、
技
術
批
評
を
超
え
た
水
準
へ
向
か
う
志
向

性
が
、
作
品
の
外
在
的
な
要
素
を
強
引
に
引
き
寄
せ
、
作
品
の
技
術
的

な
読
み
と
溶
け
合
わ
な
い
で
同
居
し
て
い
る
事
態
で
あ
る
。
明
治
三
十

九
年
の
段
階
で
、
『
破
戒
』
と
い
う
作
品
は
、
ま
だ
深
層
を
読
み
込
ま
せ

(
臼
)

る
表
層
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
獲
得
し
て
は
い
な
い
。
そ
れ
に
は
、
『
破

戒
』
に
遅
れ
る
こ
と
一
年
半
、
田
山
花
袋
『
蒲
団
』
(
『
新
小
説
』
明
却
・

9
)
の
登
場
を
待
っ
て
、
〈
文
学
作
品
〉
は
深
層
を
読
み
こ
む
た
め
の
表

(
河
川
)

層
と
し
て
の
位
置
を
獲
得
す
る
。

12 

お
わ
り
に

こ
こ
ま
で
主
に
扱
っ
た
『
破
戒
』
論
は
、
あ
く
ま
で
明
治
三
十
九
年
の

『
破
戒
』
が
刊
行
さ
れ
て
聞
も
な
い
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
の
も
の
だ

が
、
明
治
四
十
一
年
、
読
者
に
作
者
藤
村
を
読
み
取
ら
せ
る
『
春
』
)
が

発
表
さ
れ
て
か
ら
は
、
こ
の
傾
向
は
い
っ
そ
う
強
ま
る
こ
と
に
な
る
。
大

正
末
の
田
山
花
袋
『
近
代
の
小
説
』
(
近
代
文
明
社
、
一
九
二
三
)
に
は
、

島
崎
君
の
『
破
戒
』
は
、
今
日
か
ら
見
れ
ば
、
や
』
通
俗
的
な
と



こ
ろ
が
あ
り
、

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
古
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
わ
る
く

結
構
を
構
へ
す
ぎ
た
や
う
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
決
し
て
す
ぐ
れ

た
も
の
と
は
言
ふ
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
ま
た
人
物

へ
た
や
う
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、

の

と
あ
り
、
「
非
常
な
期
待
と
非
常
な
同
情
」
は
受
け
た
も
の
の
、
『
春
』
と

比
べ
る
こ
と
で
、
「
通
俗
的
」
、
つ
ま
り
文
学
と
し
て
の
純
度
を
欠
き
、
「
結

構
を
構
へ
す
ぎ
た
」
、
つ
ま
り
構
成
な
ど
の
配
慮
に
気
を
配
り
す
ぎ
た
作

品
と
し
て
、
『
破
戒
』
の
価
値
は
お
と
し
め
ら
れ
る
。

『
春
』
の
出
版
以
降
、
『
破
戒
』
は
『
春
』
と
の
対
比
に
お
い
て
、
「
作

為
の
痕
の
顕
は
る
h

」
(
白
雲
子
「
藤
村
の
近
業
」
『
読
売
新
聞
』
明
剖
・
日
・

l
)
、
「
無
駄
の
説
明
ゃ
、
脚
色
が
あ
っ
た
」
(
長
谷
川
天
渓
「
文
芸
時
評

『
春
』
を
読
む
」
『
太
陽
』
明
引
・
ロ
)
作
品
、
つ
ま
り
、
作
者
を
高
い
純

度
で
発
揮
し
た
、
作
者
と
い
う
深
層
が
現
前
す
る
表
層
と
し
て
の
作
品

で
は
な
く
、
文
章
や
構
成
な
ど
に
お
け
る
工
夫
に
価
値
が
認
め
ら
れ
る

に
す
ぎ
な
い
、
前
時
代
の
作
物
と
し
て
追
い
や
ら
れ
て
い
く
。
す
で
に

引
用
し
た
「
葉
報
小
説
界
」
(
『
早
稲
田
文
学
』
明
叩

-m)
は
、
『
破

戒
』
に
、
「
個
人
が
内
心
の
根
底
を
衝
い
て
、
目
醒
め
来
れ
る
生
活
の
願

望
と
、
こ
れ
を
圧
抑
し
致
傷
せ
ん
と
す
る
固
阻
な
る
社
会
の
旧
思
想
旧

感
情
と
の
衝
突
」
を
読
み
と
っ
た
が
、
こ
の
作
中
人
物
丑
松
の
「
内
心
」

が
作
家
で
あ
る
藤
村
の
内
面
表
現
と
、
「
社
会
」
が
日
露
戦
後
の
時
代
の

状
況
と
重
ね
合
わ
さ
れ
て
発
見
さ
れ
る
に
は
、
藤
村
自
身
に
よ
る
自
作

自
注
を
経
て
、
平
野
謙
「
明
治
文
学
評
論
史
の
一
駒
|
|
『
破
戒
』
を

簸
る
問
題
」
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

『
破
戒
』
同
時
代
評
が
、
作
者
の
態
度
の
真
面
目
さ
を
称
揚
し
つ
つ

も
、
『
破
戒
』
の
取
り
上
げ
た
題
材
に
納
得
し
か
ね
た
と
い
う
奇
妙
な
取

り
合
わ
せ
に
つ
い
て
、
平
野
謙
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

特
徴
的
な
こ
と
は
、
『
破
戒
』
生
成
の
二
契
機
を
統
一
的
に
捉
へ
る

こ
と
に
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
評
家
が
失
敗
し
て
ゐ
る
事
実
で
あ
る
。

作
者
の
態
度
の
真
率
に
し
て
清
新
な
こ
と
と
そ
の
題
材
が
あ
ま
り

に
特
殊
的
で
一
般
に
通
用
し
に
く
い
と
い
ふ
の
が
『
破
戒
』
の
プ

ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
を
蹄
わ
け
す
る
主
要
点
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
断

る
ま
で
も
な
く
倒
剖
釧
謝
劇
剖
引
制
調
捌
剖
叫
削
剖
剖

U
副
刷
剖

剖
叫
司
制
り
1
引
斗
叫
叫
樹
剖
剖
倒
倒
制
剰
剰
刺
倒
剖
州
司
剖
叫
吋

材
叫
可
司
副
捌

H
d場
制
1
引
利
削
到
り
羽
司
矧
叫
寸
叫
州
引
制

寸
刻
刻
刻
。
こ
の
初
歩
的
な
制
作
事
情
を
一
般
に
読
み
と
れ
得
な

か
っ
た
こ
と
は
、
単
に
当
時
の
批
評
水
準
の
未
熟
さ
と
だ
け
は
言

ひ
き
れ
な
い
意
味
深
長
な
こ
と
が
ら
で
あ
ら
う
。
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平
野
謙
の
こ
の
評
論
が
強
調
す
る
の
は
、
平
野
が
「
初
歩
的
な
制
作

事
情
」
と
呼
ぶ
、
『
破
戒
』
に
お
け
る
「
作
者
の
態
度
」
と
「
題
材
」
と

の
「
価
値
的
聯
繋
」
、
つ
ま
り
描
く
も
の
と
描
か
れ
た
も
の
と
の
連
絡
で

あ
る
。
し
か
し
こ
の
連
絡
は
、
平
野
謙
の
評
論
に
お
い
て
は
じ
め
て
見

出
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
統
合
す
る
も
の
と
し
て
持
ち
出
さ
れ

る
の
が
、
真
面
目
な
態
度
と
い
っ
た
、
単
に
作
品
の
価
値
を
外
側
か
ら

指
し
示
す
指
標
で
は
な
く
、
時
代
の
精
神
が
昇
華
さ
れ
る
場
所
で
あ
る

作
者
の
内
面
、
よ
り
抽
象
化
さ
れ
た
、
生
身
の
作
家
と
し
て
の
生
活
や

創
作
を
含
め
た
営
為
の
源
泉
と
な
る
作
者
の
内
面
、
つ
ま
り
「
欝
勃
た

る
精
神
」
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
平
野
の
評
論
に
い
た
っ
て
、
『
破

戒
』
は
技
術
的
に
論
じ
ら
れ
る
水
準
を
超
え
て
、
藤
村
の
「
欝
勃
た
る

精
神
」
と
い
う
深
層
を
論
じ
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
手
が
か
り
を
提
供

す
る
表
層
と
し
て
設
定
さ
れ
る
。

そ
し
て
『
破
戒
』
の
新
し
い
生
は
、
こ
こ
を
出
発
点
と
し
て
は
じ
ま

る
。
こ
の
平
野
の
『
破
戒
』
論
を
受
け
継
い
で
中
村
光
夫
は
『
風
俗
小

(
江
川
)

説
論
』
を
書
き
、
『
破
戒
』
に
「
藤
村
の
盛
っ
た
真
の
独
創
は
、
(
略
)
何

よ
り
ま
づ
丑
松
と
い
ふ
人
物
の
創
造
に
示
さ
れ
た
作
者
の
発
想
法
の
新

し
さ
で
あ
り
、
こ
の
作
の
主
人
公
と
作
者
と
が
互
い
に
内
面
の
苦
悩
に

よ
っ
て
結
ぼ
れ
て
ゐ
る
」
と
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
創
作
の
在
り
方
こ
そ

「
近
代
小
説
の
本
道
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
『
破
戒
』
は
、
島
崎
藤
村
と

い
う
作
者
を
読
み
込
む
た
め
の
出
発
点
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
近
代
文

学
の
出
発
点
と
し
て
、
〈
文
学
作
品
〉
と
し
て
匙
る
こ
と
に
な
る
。

『
破
戒
』
と
い
う
作
品
は
、
明
治
三
十
九
年
に
お
い
て
は
、
技
術
的

な
批
評
の
対
象
と
し
て
扱
わ
れ
、
作
者
や
時
代
の
精
神
と
い
っ
た
深
層

を
読
み
取
る
べ
き
表
層
と
し
て
読
ま
れ
る
こ
と
は
な
い
。
『
破
戒
』
は
、

い
わ
ば
顧
み
ら
れ
る
か
た
ち
で
、
「
欝
勃
た
る
精
神
」
と
し
て
の
深
層
を

発
見
さ
れ
、
そ
の
こ
と
で
読
み
と
ら
れ
る
べ
き
表
層
と
し
て
機
能
す
る

こ
と
に
な
る
。
や
が
て
藤
村
自
身
や
平
野
謙
が
「
欝
勃
た
る
精
神
」
を

読
み
と
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
『
破
戒
』
は
、
『
破
戒
』
が
発
表
さ
れ
た

当
初
に
お
い
て
は
、
お
よ
そ
作
品
に
「
精
神
」
が
読
み
と
ら
れ
る
こ
と

な
ど
な
か
っ
た
。
当
時
の
批
評
で
は
、
作
品
と
い
う
表
層
と
「
精
神
」
と

い
う
深
層
が
有
機
的
な
構
図
の
中
に
収
ま
る
こ
と
な
く
、
ひ
た
す
ら
技

術
的
な
批
評
に
終
始
す
る
。
『
破
戒
』
を
め
ぐ
る
議
論
に
お
い
て
、
批
評

の
方
法
と
評
価
の
志
向
性
が
く
い
違
う
場
面
に
立
ち
あ
う
こ
と
で
、
批

評
が
作
品
の
創
作
技
術
を
品
評
す
る
段
階
を
超
え
て
、
作
品
と
作
者
を

結
び
付
け
よ
う
と
す
る
瞬
間
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
批
評

と
い
う
も
の
が
、
技
術
批
評
を
超
え
て
、
作
品
と
い
う
表
層
に
深
層
の

手
が
か
り
を
模
索
す
る
作
品
批
評
と
し
て
、
自
ら
を
脱
皮
さ
せ
る
と
き
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る
。

註(
l
)
「
藤
村
の
破
戒
、
待
遠
い
事
だ
」
、
「
一
日
も
早
く
破
戒
が
市
に
出
ん
事
を

待
こ
が
れ
て
ゐ
る
」
(
「
六
号
活
字
」
『
文
庫
』
明
ぬ
・

2
)
な
と
、
『
破
戒
』



の
出
版
を
待
ち
望
む
声
は
諸
処
で
聞
か
れ
る
。

(
2
)
刊
行
前
後
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
瀬
沼
茂
樹
「
島
崎
藤
村
破
戒
」
(
『
名

著
復
刻
全
集
近
代
文
学
館
作
品
解
題
|
|
明
治
後
期
』
日
本
近
代
文

学
館
、
一
九
六
八
〉
や
、
稲
垣
逮
郎
「
『
破
戒
』
|
|
私
家
版
」
(
『
日
本

近
代
文
学
館
』
、
一
九
八

0
・
ご
、
「
『
破
戒
』
|
|
本
と
原
稿
」
(
間
前
、

一
九
八

0
・
一
一
〉
参
照
。

〈3
)
近
代
批
評
の
典
型
的
な
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
作
家
論
・
作
品
論
に
つ
い
て
は
、

拙
稿
「
読
む
こ
と
の
規
制
|
|
田
山
花
袋
『
蒲
団
』
と
作
者
を
め
ぐ
る
思

考
の
磁
場
」
〈
『
比
較
文
学
・
文
化
論
集
』
一
七
、
二

G
O
O
-
二
)
を
参

照
さ
れ
た
い
。

(
4
)
『
浮
雲
』
の
同
時
代
評
に
関
し
て
は
、
高
橋
修
「
主
題
と
し
て
の
〈
終
り
〉

(
一
)
|
|
『
浮
雲
』
の
結
末
」
「
主
題
と
し
て
の
〈
終
り
〉
(
二
〉
|

l

『
浮
雲
』
未
完
の
成
立
」
(
『
共
立
女
子
短
期
大
学
文
科
紀
要
』
三
六
/

三
八
、
一
九
九
三
・
二
/
九
五
・
二
〉
に
明
噺
な
分
析
が
あ
る
。

〈
5
〉
藤
村
の
談
話
で
あ
る
「
緑
蔭
雑
話
」
(
『
読
売
新
聞
』
明
鈎
・

4
・
9
)
で

も
、
『
破
戒
』
創
作
に
つ
い
て
、
「
私
は
自
分
の
思
想
を
現
す
に
小
説
が
最

も
い
、
形
だ
と
思
ふ
か
ら
真
面
目
に
之
を
書
い
て
見
よ
う
と
恩
ふ
」
と
あ

る
が
、
そ
の
「
思
想
」
の
内
容
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
「
深

く
人
生
を
知
る
と
云
ふ
様
な
方
面
」
、
「
生
活
問
題
」
と
い
っ
た
も
の
を
指

す
と
思
わ
れ
る
が
、
自
ら
の
精
神
を
積
極
的
に
作
品
に
塗
り
込
ん
で
い
こ

う
と
い
う
よ
う
な
志
向
性
は
見
ら
れ
な
い
。

〈6
)
戦
後
の
『
破
戒
』
研
究
の
二
項
対
立
に
つ
い
て
は
、
紅
野
謙
介
「
テ
ク
ス

ト
の
な
か
の
差
別
」
(
『
媒
』
六
、
一
九
八
九
・
二
一
)
が
、
「
一
方
は
苦

悩
す
る
〈
内
面
〉
に
救
い
を
求
め
て
差
別
問
題
を
回
避
し
た
〈
文
学
〉
の

擁
護
で
あ
り
、
ま
た
他
方
は
運
動
を
利
す
る
た
め
の
〈
素
材
の
積
極
性
〉

の
顕
称
に
ほ
か
な
ら
ず
、
ど
ち
ら
も
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
で
あ
る
こ
と
に
変

わ
り
は
な
い
」
と
批
判
し
て
い
る
。
本
論
で
は
〈
自
己
表
現
〉
と
い
う
〈
文

学
〉
主
義
に
よ
り
見
出
さ
れ
た
表
現
の
中
心
と
し
て
の
、
生
身
の
作
家
藤

村
が
遡
及
的
に
『
破
戒
』
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
で
、
和
田
謹
吾
「
『
破
戒
』

の
史
的
位
置
」
(
『
国
語
国
文
研
究
』
一
九
五
一
・
五
)
の
よ
う
な
告
白
小

説
と
し
て
の
読
み
が
生
ま
れ
、
作
者
の
精
神
藤
村
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
で
、

中
村
光
夫
『
風
俗
小
説
諭
』
(
河
出
書
房
、
一
九
五

O
)
の
よ
う
な
本
格

小
説
と
し
て
の
読
み
が
成
立
す
る
と
考
え
て
お
り
、
紅
野
同
様
、
テ
ク
ス

ト
そ
の
も
の
と
は
無
縁
の
議
論
が
戦
わ
さ
れ
て
い
る
考
え
る
。
三
好
行
雄

「
『
破
戒
』
論
の
た
め
の
一
つ
の
試
み
」
(
『
近
代
文
学
・
研
究
と
資
料
』
至

文
堂
、
一
九
六
二
・
九
)
の
よ
う
に
、
「
社
会
小
説
か
自
己
告
白
と
か
い

う
設
問
自
体
が
無
意
味
」
と
し
て
、
両
者
の
矛
盾
が
止
揚
さ
れ
る
と
き
、

や
は
り
持
ち
出
さ
れ
る
意
味
の
中
心
は
、
「
い
か
な
る
作
家
と
い
え
ど
も
、

主
題
の
分
裂
し
た
小
説
を
書
き
続
け
る
は
ず
は
な
い
。
〈
略
)
藤
村
の
見

て
い
た
の
は
た
っ
た
ひ
と
つ
の
主
題
だ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
」
と
い
う
よ

う
に
、
ま
た
し
て
も
作
家
で
あ
る
。

(
7
)
「
詩
界
の
明
星
島
崎
藤
村
氏
が
新
体
詩
の
筆
を
榔
っ
て
、
小
説
に
憂
身
を

婁
し
て
居
ら
れ
た
と
い
ふ
噂
は
以
前
か
ら
聞
い
て
ゐ
た
」
(
平
尾
不
孤
「
近

刊
合
評
旧
主
人
」
『
文
芸
界
』
明
お
・
ロ
)
と
い
う
よ
う
な
情
報
が
流
通

し
て
い
た
。

(
8
)
こ
の
よ
う
な
芸
術
に
対
す
る
真
面
目
さ
を
言
祝
ぐ
背
後
に
は
当
然
、
「
文

檀
の
不
真
面
目
、
久
し
い
言
だ
が
、
い
つ
も
真
理
で
あ
る
の
は
実
に
嘆
か

は
し
い
の
事
だ
」
(
上
毛
天
空
郎
「
読
者
気
炎
欄
」
『
新
声
』
明
ぬ
・

4
)
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と
い
う
よ
う
に
、
作
家
の
不
真
面
目
さ
を
こ
と
さ
ら
取
り
立
て
て
云
々
す

る
芸
術
観
が
あ
る
。

(
9
〉
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
文
学
だ
け
で
も
な
い
ら
し
く
、
破
鐘
「
何
が
故
に
激

石
氏
の
作
物
は
好
評
を
博
せ
し
ゃ
」
(
『
ホ
ノ
ホ
』
明
却
・

2
)
に
は
、
ス

ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
も
「
人
格
云
々
」
と
言
い
出
し
た
こ
と
が
書
か
れ
て
お

り
、
「
選
手
の
噂
を
す
る
に
当
っ
て
も
、
彼
奴
は
人
格
が
零
だ
か
ら
技
に

光
が
射
さ
ぬ
、
バ
ッ
ト
を
以
て
運
動
場
に
立
っ
た
か
ら
と
て
、
満
場
の
観

客
に
何
等
の
感
動
を
も
与
へ
ぬ
な
ど
と
云
ひ
だ
し
た
」
と
し
て
あ
る
。

(
叩
)
だ
か
ら
、
『
破
戒
』
発
表
後
の
藤
村
は
積
極
的
に
創
作
を
発
表
し
て
い
な

く
て
も
、
「
島
崎
藤
村
氏
は
『
破
戒
』
以
降
の
大
作
『
春
』
を
製
作
中
だ
」

(
「
文
芸
美
報
」
『
明
星
』
明
鈎
・
ロ
)
と
い
う
よ
う
な
、
そ
の
発
表
よ
り
も

二
年
も
前
に
も
た
、
り
さ
れ
た
情
報
が
、
藤
村
の
人
格
の
確
実
な
動
静
を
伝

え
て
作
品
の
欠
如
を
補
う
。
作
品
を
発
表
し
な
い
こ
と
が
逆
に
作
家
の
名

声
を
高
め
る
作
用
に
つ
い
て
は
、
時
代
は
下
る
が
、
大
野
亮
司
「
神
話
の

生
成
|
志
賀
直
哉
・
大
正
五
年
前
後
」
(
『
日
本
近
代
文
学
』
五
二
、
一
九

九
五
・
五
)
が
大
正
五
年
の
志
賀
直
哉
を
扱
っ
て
記
述
し
て
い
る
。

(
日
)
「
柔
報
小
説
界
」
〈
『
早
稲
田
文
学
』
明
鈎

-m)
以
前
で
は
唯
て
「
最

近
の
小
説
壇
一
(
藤
村
と
天
外
)
」
ハ
『
新
潮
』
明
鈎
・

6
)
が
、
『
破
戒
』

は
「
天
外
か
ら
見
て
は
技
巧
も
拙
い
し
局
面
も
狭
い
し
、
結
構
も
ま
た
素

人
離
れ
せ
ぬ
と
こ
ろ
が
多
く
、
如
何
に
も
元
漫
な
描
き
方
で
あ
る
」
こ
と

を
認
め
な
が
ら
、
『
魔
風
恋
風
』
な
ど
よ
り
優
れ
て
い
る
の
は
「
作
品
が

正
直
で
真
撃
だ
か
ら
だ
。
「
破
戒
」
に
は
た
し
か
に
作
家
の
真
面
目
な
畏

怖
と
煩
悶
が
見
え
る
」
と
作
品
に
作
者
を
見
、
『
破
戒
』
は
「
作
家
の
心

を
通
し
て
得
ら
れ
た
作
品
」
だ
と
し
て
い
る
。

単
に
「
取
材
」
し
、
「
趣
向
」
を
立
て
、
「
性
格
」
を
造
型
し
、
「
結
構
」

を
組
み
立
て
、
「
描
写
」
を
行
う
生
身
の
作
家
で
は
な
く
、
作
品
を
通
じ

て
〈
自
己
表
現
〉
す
る
作
者
は
、
国
木
田
独
歩
『
運
命
』
の
批
評
を
通
じ

て
姿
を
現
す
こ
と
に
な
る
。
拙
稿
「
〈
自
己
表
現
〉
の
時
代
|
|
〈
国
木

田
独
歩
〉
を
読
む
〈
私
〉
」
(
『
超
域
文
化
科
学
紀
要
』
四
、
一
九
九
九
・
七
)

を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
ロ
)
『
破
戒
』
は
平
野
謙
の
評
論
以
降
、
深
層
を
読
み
込
む
た
め
の
表
層
と
し

て
の
位
置
を
獲
得
す
る
が
、
『
破
戒
』
と
同
時
代
、
当
初
内
面
の
作
品
と

さ
れ
な
が
ら
、
や
が
て
表
面
の
み
の
作
品
と
し
て
退
け
ら
れ
、
深
層
の
た

め
の
表
層
を
封
じ
ら
れ
た
作
品
に
、
小
栗
風
葉
『
青
春
』
(
『
読
売
新
聞
』

明
お
・

3
・日
l
却

-u
・M
M
)

が
あ
る
。
拙
稿
「
文
学
の
〈
裏
切
り
〉
l

小
栗
風
葉
を
め
ぐ
る
・
文
学
を
め
ぐ
る
物
語
」
(
『
日
本
文
学
』
『
日
本
文

学
』
四
八
・
九
、
一
九
九
九
・
九
)
参
照
。

(
日
)
『
蒲
団
』
の
評
論
が
作
者
を
め
ぐ
る
思
考
の
磁
場
を
作
り
出
す
仕
組
み
に

つ
い
て
は
、
拙
稿
「
読
む
こ
と
の
規
制
」
(
前
掲
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
M
)
『
春
』
の
物
語
言
説
が
「
自
伝
的
小
説
を
統
御
す
る
作
者
藤
村
の
像
」
を

現
出
さ
せ
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
金
子
昭
雄
「
沈
黙
す
る
語
り

手
」
(
『
日
本
文
学
』
四
二
・
一
て
一
九
九
三
・
一
一
〉
が
精
綴
に
分
析

し
て
い
る
。

(
日
)
『
風
俗
小
説
諭
』
第
一
章
第
三
節
で
、
中
村
が
こ
の
平
野
の
「
独
創
的
な
」

『
破
戒
』
論
に
「
賛
成
」
を
示
し
て
い
る
こ
と
を
含
め
、
平
野
の
論
が
『
風

俗
小
説
諭
』
の
前
提
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
谷
沢
永
一
「
『
風
俗
小
説

論
』
の
論
」
(
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
一
二
三
・
一
一
、
一
九
六
八
・
九
)

に
詳
し
い
考
誌
が
あ
る
。

。。


